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1  　次の問いに答えなさい。

⑴　 7a ＋ b3 － 3a － 5b
2 　を計算しなさい。

⑵　（ 34  ab ）
2

÷ 98
 
a2b × （－2b ）　を計算しなさい。

⑶　 3 （  15 ＋ 3  ）－ 10
5
　を計算しなさい。

⑷　2（ a ＋ b ）2 － 8　を因数分解しなさい。

⑸　nを自然数とする。次の条件を満たす整数の個数を nを用いて表しなさい。

　　「絶対値が nより小さい。」

⑹　一つの内角の大きさが 140°である正多角形の内角の和を求めなさい。

⑺ 　a を負の数とするとき，次のア～オの式のうち，その値がつねに aの値以下になるものはどれ

ですか。すべて選び，記号を○で囲みなさい。

　ア　a＋ 2　　　　イ　a－ 2　　　　ウ　2a　　　　エ　a2　　　　オ　－a
2
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⑻ 　5 人の生徒が反復横とびを行い，その回数をそれぞれ記録した。次の表は，それぞれの生徒の回数

とBさんの回数との差を，Bさんの回数を基準として示したものであり，それぞれの生徒の回数が

Bさんの回数より多い場合は正の数，少ない場合は負の数で表している。この 5人の反復横とびの

回数の平均値は 47.6 回である。Bさんの反復横とびの回数を求めなさい。

Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん

Bさんの回数
との差（回）

＋ 5 0 － 3 － 6 ＋ 2

⑼ 　表が白色で裏が黒色の円盤が 6枚ある。それらが図のように，

左端から 4枚目の円盤は黒色の面が上を向き，他の 5枚の

円盤は白色の面が上を向いた状態で横一列に並んでいる。

　 　 1 から 6までの自然数が書いてある 6枚のカード 1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5 ， 6 が入った箱から

2枚のカードを同時に取り出し，その 2枚のカードに書いてある数のうち小さい方の数を a，大きい

方の数を bとする。 図の状態で並んだ 6枚の円盤について， 左端から a枚目の円盤と左端から b枚目

の円盤の表裏をそれぞれひっくり返すとき，上を向いている面の色が同じである円盤が 3枚以上連続

して並ぶ確率はいくらですか。どのカードが取り出されることも同様に確からしいものとして答え

なさい。

⑽ 　nを 2けたの自然数とするとき， 300 － 3n の値が偶数となる nの値をすべて求めなさい。

⑾ 　右図において， 四角形ABCDはAD // BCの台形であり， ∠ADC＝∠DCB＝90°，

AD ＝ 2 cm，AB ＝ 4 cm，BC ＝ 3 cm である。四角形 ABCD を直線 DC を軸

として 1回転させてできる立体の表面積は何 cm2 ですか。円周率をπとして

答えなさい。
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2  　図Ⅰ，図Ⅱにおいて，mは関数 y＝ 3
8 x

2 のグラフを表し，ℓは関数 y＝ 2x ＋ 1 のグラフを表す。

　次の問いに答えなさい。

⑴ 　図Ⅰにおいて， Aはm上の点であり， そのx座標

は－2である。Bは，Aを通り x軸に平行な直線と

mとの交点のうち Aと異なる点である。C は，

Bを通り y軸に平行な直線とℓとの交点である。

nは，2点A，Cを通る直線である。

　① 　次の文中の ㋐ ， ㋑ に入れるのに

適している数をそれぞれ書きなさい。

　関数 y＝ 3
8 x

2 について，

x の変域が －3 ≦ x ≦ 1のときの

y の変域は ㋐ ≦ y≦ ㋑

である。

　② 　nの式を求めなさい。

⑵ 　図Ⅱにおいて， pは関数 y＝ax2 （aは負の定数）

のグラフを表す。 Dはm上の点であり， そのx座標

は正であって， その y座標は 6である。Eは x軸上

の点であり，Eの x 座標は Dの x 座標と等しい。

Fは，Eを通り y軸に平行な直線と pとの交点で

ある。Gは，Fを通り x 軸に平行な直線とℓとの

交点である。線分 GF の長さは，線分 EF の長さ

より 2 cm長い。aの値を求めなさい。途中の式を

含めた求め方も書くこと。ただし，原点 Oから

点（ 1 ，0）まで，原点 Oから点（ 0 ，1）までの

距離はそれぞれ 1 cmであるとする。

図Ⅰ

O
x

y

A

m ℓ

B

n

C

図Ⅱ

O

p

D

E

F
G

ℓ

x

ym

Ｂ　面

（　　4　　）

3  　次の［Ⅰ］，［Ⅱ］に答えなさい。

［Ⅰ］ 　図Ⅰにおいて，△ABCは AB＝ AC＝ 8 cm，

BC ＝ 7 cm の二等辺三角形である。D は，

辺BC上にあってB，Cと異なる点である。Aと

Dとを結ぶ。Eは直線ACについてBと反対側に

ある点であり，3点 A，C，E を結んでできる

△ACE は △ACE  ≡  △BAD で あ る。F は，

直線BC上にあってCについてBと反対側にある

点である。Aと Fとを結ぶ。Gは，線分AFと

線分 ECとの交点である。

　　次の問いに答えなさい。

　⑴　△AEG ∽ △FCGであることを証明しなさい。

　⑵　FA＝ FBであり，BD＝ 5 cmであるときの線分GFの長さを求めなさい。

［Ⅱ］ 　図Ⅱにおいて， 立体A－BCDは三角すいであり， 直線ABは

平面 BCD と垂直である。△BCD は∠DBC ＝ 90°の直角

三角形であり，BC＝ 8 cm，BD＝ 6 cmである。E，F，Gは，

それぞれ辺 AB，AC，AD の中点である。Eと F，E と G，

Fと Gとをそれぞれ結ぶ。Hは，線分EB上にあってE，Bと

異なる点である。Hと C，Hと F，HとGとをそれぞれ結ぶ。

Iは，Hを通り辺ADに平行な直線と辺BDとの交点である。

Iと Cとを結ぶ。

　　次の問いに答えなさい。

　⑶ 　△AFEの面積を S cm2 とするとき，四角形GDBEの面積

を Sを用いて表しなさい。

　⑷ 　AB＝ 12 cm であり，立体A－BCDから立体AHFGと

立体HBCIを取り除いてできる立体の体積が 70 cm3 である

ときの，線分HBの長さを求めなさい。
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